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舗装材

舗装材

舗装構造図
この舗装構造図は（社）インターロッキングブロック舗装技術協会発行の「インターロッキングブロック舗装設計施工要領」(平成29年3月)に基づいて
いますが、別途検討が必要な現場の舗装構造については、この舗装構造を参考として、設計者の指示に従ってください。

(※1)歩行者系道路：歩行者専用道路,自転車専用道路,
自転車歩行者専用道路,公園内道路、広場等

(※2)乗用車乗入れ部：駐車場・歩道などの乗用車乗入れ
部,最大積載量6.5トン未満の管理車両が走行する道路

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合には,敷砂の路盤への流出を防止するために路盤上にジオテキス
タイルを使用することを標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標
準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標
準とする。

セグメンタルまたはフラッグ(曲げ強度3.0N/mm2以上)

インターロッキングブロックのタイプ
インターロッキングブロック層

敷　砂インターロッキング
ブロック

路　盤
クラッシャランまたは
再生クラッシャラン(※3)

合計厚さ

191036

単位:cm■表 １:歩行者系道路の舗装構造例　【標準品 , リサイクル , 保水】

■歩行者系道路(※1)の舗装構造例

■表 5:歩行者系道路の車両乗入れ部の舗装構造例

■乗用車乗入れ部(※2)の舗装構造例

■歩行者系道路の車両乗り入れ部の舗装構造例

セグメンタルまたはフラッグ(曲げ強度3.0N/mm2以上)

インターロッキングブロックのタイプ
インターロッキングブロック層

敷　砂インターロッキング
ブロック

路　盤 フィルター層

クラッシャランまたは
再生クラッシャラン

合計厚さ

19103

ジオテキスタイル

ジオテキスタイル

ジオテキスタイル
または砂(※4)
ジオテキスタイル6

単位:cm■表 2:歩行者系道路の舗装構造例　【透水性,保水・保水】

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合には,敷砂の路盤への流出を防止するために路盤上にジオテキス
タイルを使用することを標準とする。

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再
生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合に
は,敷砂の路盤への流出を防止するために路盤
上にジオテキスタイルを使用することを標準と
する。

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再
生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合に
は,敷砂の路盤への流出を防止するために路盤
上にジオテキスタイルを使用することを標準と
する。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標準とする。

セグメンタル(曲げ強度3.0N/mm2以上)

インターロッキングブロックのタイプ
インターロッキングブロック層

敷　砂インターロッキング
ブロック

路　盤
クラッシャランまたは
再生クラッシャラン(※3)

合計厚さ

251528

単位:cm■表 3:乗用車乗入れ部の舗装構造例　【標準品,リサイクル,保水】

セグメンタル(曲げ強度3.0N/mm2以上)

インターロッキングブロックのタイプ
インターロッキングブロック層

敷　砂インターロッキング
ブロック

路　盤 フィルター層

クラッシャランまたは
再生クラッシャラン

合計厚さ

25152

ジオテキスタイル

ジオテキスタイル

ジオテキスタイル
または砂(※4)
ジオテキスタイル8

単位:cm■表 4:乗用車乗入れ部の舗装構造例　【透水性,保水・保水】

単位：ｃｍ
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(N)
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区分

ブロック層

ブロック

上層路盤 下層路盤

ブロック敷砂 敷砂瀝青
安定処理C 粒度調整

砕石C
クラッ
シャランD

8

8

8

8

8

8

8

8

8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

ジオテキ
スタイル

ジオテキ
スタイル

ジオテキ
スタイル
または砂

ジオテキ
スタイル
または砂

A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B

5(注3)
5(注3)
5(注3)
5(注3)
5(注2)
5(注2)
8(注2)
8(注2)
15(注2)
15(注2)
5(注3)
5(注3)
5(注3)
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ブロックの長辺
ブロックの厚さ ≦ 4.0…(1) ブロックの側面積の和

ブロックの上面積 1.0…(2)≧

ただし,短辺≧50mm,厚さ≦120mm

■セグメンタルタイプ

ブロックの側面積の和
ブロックの上面積 0.65…(3)≧＞1.0

車両が通行する箇所に用いられ、荷重伝達率0.3以上が確保されている式(1),(2)で定
義されるインターロッキングブロック。

■フラッグタイプ

レンガブロック小(100×100×60・80)
レンガブロック中(200×100×60・80)
サーフロックS(112.5×112.5×60・80)
サーフロックR(225×112.5×60・80)
平板小(150×150×60)
平板中(300×150×60)
平板大(300×300×80)

平板大(300×300×60)歩行者系道路に用いられ、荷重伝達率0.1以上が確保されている式(3)で定義さ
れるインターロッキングブロック。

ただし,短辺≧50mm,厚さ≦80mm

■当社舗装材で該当する形状

■当社舗装材で該当する形状

舗装材
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敷　砂

クラッシャラン(※3)

クラッシャラン(※3)
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敷　砂

クラッシャラン

透水性 , 保水・透水 (表2参照)

標準品 , リサイクル , 保水 (表1参照)

50
(※
4)

フィルター層（ジオテキスタイルor砂）

ジオテキスタイル

80
20
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0

舗装材
敷　砂

標準品 , リサイクル , 保水 (表3参照)

クラッシャラン

80
20

15
0

舗装材

透水性 , 保水・透水 (表4参照)

50
(※
4)

フィルター層（ジオテキスタイルor砂）

ジオテキスタイル

敷　砂

透水性、保水・透水 (表5参照)

標準品 , リサイクル , 保水 (表5参照)

クラッシャラン

80
20

C
D

80
20

C
D

上層路盤

透水性瀝青安定処理

ジオテキスタイル

クラッシャラン

敷　砂

敷　砂

フィルター層（ジオテキスタイルor砂）

Aは、砂質系で路床下へ浸透させる場合、あるいは集水管・放流孔で排水する場合を指し,Bは粘性系で集水管・放流孔を設置せず、路床下への浸透
で対応する場合を指す。
大型車交通量が比較的多いため,安定度3.43kN以上,等値換算係数で0.80の混合物とする。
大型車交通量が少ないため,安定度2.45kN以上,等値換算係数で0.55の混合物とする。
路床細粒分の上昇,粒状路盤材の細粒分抽出による路床支持力の低下,浸透能力の阻害などが懸念される場合は,フィルター層を路床上に設置する。
フィルター層は路床の浸透性能以上に透水性能を持ち,細粒分の流出防止に効果がある砂やジオテキスタイルを使用する。
フィルター層の厚さは10cm程度を標準とする。
「TA」とは、アスファルト舗装の路盤から基層までの全層を，全て表層・基層用の加熱アスファノレト混合物で作ると仮定した場合に必要となる舗装厚
さをいう。

注1：

注2：
注3：
注4：

注5：

 
舗装構造図/

RC駐車ブロック

RC駐車ブロック

参考歩掛り

施工手順

名　称
●車止めブロック参考歩掛り

※上記は100本未満の時の歩掛りです。

(1本当り)

ブロック
付属品
モルタル
普通作業員

単位
本
式
m3

人

数量
1.0
1.0

0.001
0.025

規　　　格
120×180×580
差し筋、反射板

底面t=5mm及びブロック穴

名　称
●車止めブロック参考歩掛り

※但し上記の歩掛りは100本以上の場合とする。

(100本当り)

ブロック
付属品
モルタル
普通作業員

単位
本
式
m3

人

数量
100
1

0.07
2.5

規　　　格
120×180×580
差し筋、反射板

底面t=5mm及びブロック穴

1.小型軽量（20kg）で取り扱いやすい。

2.アンカーボルト、鉄筋、ボンドなどで簡単に取付可能。

3.前面R形状により、タイヤをしっかりストップ。

4.前面に反射板を取付けて夜でも安心駐車。

●特長

■正面図 ■側面図 ■A-A'断面

取り付けやすく、反射板が内蔵されているので夜間でも
確認しやすい車止めです。

■施工手順
１．舗装、平板、インターロッキングブロック等にコンクリートドリルで穴を芯間375mmで孔をあけ、鉄筋又はアンカーボルトを埋
め込む。

２．モルタルをブロック巾に厚さ5mm位にコテで広げる。
３．接着ボンドを使用する場合は床面及びブロック底面に平らに塗布する。(接着ボンドは現場で手配して下さい。)
４．車止めブロックの孔を鉄筋等に通し、上から強く押し付け、軽くハンマー等でたたいて接着する。
５．鉄筋孔にモルタルを入れ充分に突き込んで、上面を平らにならす。
６．余ったモルタルは取り除き、セメント分を拭き取る。
７．４～５日は動かない様に保護して下さい。 ■標準設置図 壁
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